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この説明書には拡大損害が予想される事項には 　 、
禁止事項には　 、必ずお守り頂きたい強制事項に
は　 マークを付けて表示しています。

竿、回転子を搭載すると共に端面部は各測定時
の基準面となります。

余盛高さ・隅肉寸法・段差を測定する場合は、
測定したい箇所にこの各先端を当てます。

隅肉の脚長、のど厚を測定する場合は、この目
盛を読みます。

突き合せ継手の余盛高さを測定する場合は、こ
の目盛を読みます。

アンダーカット・ベベル角度を測定する場合は、
測定したい箇所にこの各先端・測定面を当てま
す。また、隙間測定用のテーパーゲージを搭載
しています。

ルート間隔を測定する場合は、この目盛を読み
ます。

ベベル角度を測定する場合は、この目盛を読み
ます。

アンダーカット深度を測定する場合は、この目
盛を読みます。

スライド面がスムーズに開閉するよう、調整す
るナットです。�
製作時に調整し、接着固定済ですので、ゆるめ
ないでください。

①本体 …………………�

②竿 ……………………

�
③隅肉寸法・ …………�
　段差測定目盛 

④余盛高さ測定目盛 …�

⑤回転子 ………………�
�
�

⑥テーパーゲージ目盛 …

�
⑦角度測定目盛 ………�

⑧アンダーカット ……�
　測定目盛

⑨ロックナット ………

溶接ゲージ
溶接施工用 測定工具

ＷＧ-３・ＷＧ-５兼用品番

取扱説明書

この度は「溶接ゲージ」をお買上げ頂きありがとうございます。この商品は、突き合わせ継手・Ｔ継手の余盛寸法測定、食い
違い段差、アンダーカット深度、溶接施工前のベベル角度、ルート間隔、板厚測定などに使用する測定工具です。

●正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に本取扱説明書
を必ず読み、記載の手順に従ってご使用ください。�
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見ることがで
きる場所に、大切に保管してください。

●第三者に譲渡・貸与される場合も、この説明書を必ず添付して
ください。

●当商品に関するお問い合わせは、お買い求めの販売店もしくは
当社にご連絡ください。

お問い合わせ：（０２５６）３３-５５０１

安全上のお知らせ

業務用

製造元

■各部の名称と機能

校正について 製品仕様

●測定精度を保つため、年１回程度の校正による精度確認
をおすすめします。�
使用を繰り返す間に測定面の磨耗などにより、精度を保
てなくなる可能性があります。定期的な精度確認の実施
をおすすめ致します。

弊社にて校正を受け付けております。�
全国にある弊社代理店、取扱店を経由
してお申し込みください。

①本体

②竿

⑦角度測定目盛

⑧アンダーカット測定目盛

⑨ロックナット

③隅肉寸法・
　段差測定目盛

④余盛高さ
　測定目盛 ⑤回転子

⑥テーパーゲージ
　目盛

※図はＷＧ-３（⑤～⑨はＷＧ-３のみの機能となります）

URL http://www.sokuteikougu.com

新潟県三条市塚野目6丁目15番22号955-0055

●乾いたウエスなどで、使用中に本体に付着した油、埃、汚れを取り除く。�
本体と竿、回転子の間に異物が入り込むと、スムーズな動きができなく
なります。

●汚れがひどい場合はアルコールかベンジンで除去する。�
シンナーやガソリンは、目盛印字が消える可能性がありますので、使用
しないでください。

●本体端面（基準面）、測定子先端、測定面にキズや打痕による「返り」
が無いか確認する。�
「返り」があると、正確に測定できません。「返り」がある場合はオイ
ルストーンなどで除去するか、修理をご依頼ください。

●付属のケースに入れ、乾燥した冷暗所に保管しする。�
直射日光や湿気は避け、管理者以外が触れない状態で保管してください。

使用後のお手入れ・保管方法 よくあるお問い合わせ

●竿・回転子の動きの固さを調整したい。

●使用している間に、回転子がゆるんできた。

●ロックナットをゆるめてしまった。�

⇒竿、回転子、ロックナットは非調整式のため、お客
　様による固さの調整はできない構造となっておりま
　す。使用する間にゆるんでしまったなど、再調整を
　希望される場合は、弊社までお問い合わせください。�

⇒本体と竿や回転子の間に、汚れや埃などの異物を挟
　んだまま長期間使用されると、ゆるみの原因となり
　ます。再調整後は、乾いたウエスなどで常に清掃を
　行ってください。

保守と点検

アンダーカット深度の測定方法(WG－3のみ) 測定範囲：0～5mm

①回転子を０ｍｍ目盛位置に
　セットする

回転子を回し、図のように本体のアン
ダーカット測定目盛の０ｍｍに合わせ
てください。

②アンダーカット付近の母材へ
　本体基準面を当てる

図のように本体の向きを変え、基準面
を当てます。

回転子を押し込みつつ、本体基準面を
母材に当てたまま少しづつ動かし、最
も深いポイントを探します。

④目盛を読む

回転子のエッジと重なる、本体のアン
ダーカット測定目盛を読み取ってくだ
さい。（図は３ｍｍ）

③測定子先端をアンダーカット内
　へ入れる

ベベル角度の測定方法(WG－3のみ) 測定範囲：0～60°

①回転子を６０°目盛位置にセット
　する

回転子を回して図のように本体の角度
測定目盛の６０°と合わせてください。

②開先付近の母材へ本体基準面を
　当てる

本体を図のように向きを変えて基準面
を当てます。

基準面を母材に当てたまま、回転子を
回して端面を開先面に当てます。

④目盛を読む

　 Ｂ°が指している、角度測定目盛を
読み取ってください。
（図は４５°）

合わせる

③回転子端面を開先面に当てる

ルート間隔の測定方法(WG－3のみ) 測定範囲：0.5～5mm

①回転子を図の向きにセットする

回転子を回して図の向きにセットして
ください。

②ルート(隙間)部へ測定子を
　差し込む

本体を回して測定子の両端が母材に接
触するまで差し込んでください。

目盛線の両端がルート(隙間)部の両端
と一致するように測定子を差し込んで
ください。

④目盛を読む

回転子のテーパーゲージ目盛を読み取
ってください。
（図は４ｍｍ）

③目盛線の傾きを確認する
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●本体材質：ステンレス（ＳＵＳ４１０）シルバー仕上げ
●質量：１９８ｇ（ＷＧ－３）、１８７ｇ（ＷＧ－５）
●長さ寸法測定精度：±０.４ｍｍ
●角度測定精度：±０.７°
●測定範囲�
・隅肉脚長・のど厚、食い違い段差…５０ｍｍ�
・余盛高さ…１０ｍｍ�
・アンダーカット深度…５ｍｍ（ＷＧ－３のみ）�
・ベベル角度…０～６０°（ＷＧ－３のみ）�
・ルート間隔…０.５～５ｍｍ（ＷＧ－３のみ）

●最小読取値�
・角度目盛…５°�
 （ＷＧ－３のみ）�

・寸法目盛…１ｍｍ
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竿をスライドさせ本体基線　　　　と
５０ｍｍ目盛を合わせてください。

安全上のご注意 使用方法必ずお守りください。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを下記のように説明しています。

取扱説明書をよく読み、指示に従う。

・取扱説明書に記載された内容以外での使用は、事故の原
因となります。

測定作業にのみ使用する。

・指定用途以外へのご使用は、製品の破損や磨耗、予測で
きない事故の原因となります。

下記の条件を満たす環境で使用する。

●雨や水などがかからない、乾燥した場所�
●直射日光の当たらない場所�
●子供や、使用者以外が近付かない場所

・上記に反する場所での使用は、精度不良や製品の破損、
事故やけがの原因となります。

本器は大切に取り扱う。

・落下などの衝撃を与えたり、重量物を乗せたりしないで
ください。精度不良や製品の破損の原因となります。

分解・改造を行わない。

・精度不良や製品の破損の原因となります。修理はお買い
上げの販売店、または発売元までご連絡ください。

竿を引き抜かない。

・竿の測定範囲は、０～５０ｍｍです。これを超えて無理
に竿をスライドさせると、本体から外れます。竿が外れ
ても再セットすれば測定精度は保たれますが、度重なる
と製品破損や精度不良の原因となります。

■表示内容を無視して、誤った使い方をした時に生じる
危害や損害の程度を次の表示で区分しています。

■お守りいただく内容の種類を次の図記号で区分しています。

ご使用前の準備 目盛の読み方
毎回のご使用前に行ってください。 全ての使用方法に共通の注意点です。

注意

『傷害を負う、または物的損害が発生
　するおそれがある内容』です。注意 してはいけない内容

『禁止事項』です。
必ず実行していただく
内容『強制事項』です。

ロックナットをゆるめない。

・ロックナットは本器製作時に調整、接着にて固定済です。
ゆるめると、製品の破損や精度不良が生じる恐れがあり
ます。

回転子の各先端に注意する。

・各先端は鋭利になっています。使用時に手や指を刺さな
いよう注意してください。けがの原因となります。

・使用しない時は各先端が剥き出しにならないように図１
の位置への回転子のセットをおすすめします。

・使用時は手袋の着用をおすすめします。

本体と竿、回転子とのスライド面を乾いたウエスで拭き、汚
れや埃などの異物を除去してください。

・スライド面の間に異物が入り込むと、スムーズな動きができなく
なります。

本測定器には、６種類の寸法測定と１種類の角度測定方法があります。それぞれ、測定
面と読み取る目盛が異なりますので、下記の手順に従って使用してください。

隅肉脚長の測定方法 測定範囲：0～50mm

①竿を０ｍｍ目盛位置にセットする

竿をスライドさせ本体基線　　　　と
０ｍｍ目盛を合わせてください。

②本体基準面を母材と隅肉端部へ
　当てる

隅肉に対して図のように本体の向きを
変え、基準面を当てます。

本体を②の位置で固定したまま竿をス
ライドさせ、もう一方の母材に当てま
す。

④目盛を読む

基線　　　  が指している隅肉寸法・
段差測定目盛を読み取ってください。
（図は５０ｍｍ）

スライド

当てる 読む

③竿をスライドさせる

当てる

食い違い段差の測定方法 測定範囲：0～50mm

①竿を０ｍｍ目盛位置にセットする

竿をスライドさせ本体基線　　　　と
０ｍｍ目盛を合わせてください。

②余盛をまたいで本体基準面を
　母材へ当てる

本体と余盛を図のような位置関係にし
て、基準面を母材に当てます。

本体を②の位置で固定したまま竿をス
ライドさせ、もう一方の母材に当てま
す。

④目盛を読む

基線　　　  が指している隅肉寸法・
段差測定目盛を読み取ってください。
（図は５ｍｍ）

合わせる

合わせる

合わせる

③竿をスライドさせる

余盛高さの測定方法 測定範囲：0～１0mm

①竿を１０ｍｍ目盛位置にセット
　する

本体を図の向きに持ち、竿をスライド
させ竿の赤基線　　　 と、余盛高さ測
定目盛の１０ｍｍを合わせてください。

②余盛をまたいで本体基準面を
　母材へ当てる

本体と余盛を図のような位置関係にし
て基準面を当てます。

本体を②の位置で固定したまま竿をス
ライドさせ、余盛の頂点に当てます。

④目盛を読む

基線　　　  が指している余盛高さ測
定目盛を読み取ってください。
（図は５ｍｍ）

③竿をスライドさせる

隅肉のど厚の測定方法 測定範囲：0～50mm

①竿を５０ｍｍ目盛位置にセット
　する

②隅肉をまたいで本体基準面を
　母材へ当てる

隅肉に対して図のように本体の向きを
変え、基準面を当てます。

本体を②の位置で固定したまま竿をス
ライドさせ、隅肉に当てます。

④目盛を読む

基線　　　  が指している隅肉寸法・
段差測定目盛を読み取ってください。
（図は４０ｍｍ）

③竿をスライドさせる

ロックナットをゆるめない 手や指を刺さないように注意

視差に注意

目盛は本器正面から見て読んでください。

・斜めから読むと視差による誤差が発生します。

当てる 当てる 読む

読む
当てる 当てる

スライド

スライド

合わせる

スライド

当てる

押す

読む

当てる

図１．未使用状態


